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４ 国有林野の活用 

（１）国有林野の活用の適切な推進 

国有林野の活用に当たっては、公益的機能の発揮等との調整

を図りつつ、農林業をはじめとする地域産業の振興、住民の福

祉の向上、再生可能エネルギーの利用による発電等に寄与する

ため、地方公共団体、地元住民等に対して国有林野の貸付けや

売払い、共用林野の設定等を行っています。 

 平成 30 年度末現在で約７万１千 ha の貸付け等を行ってお

り、農地や採草放牧地が約１割、道路、電気・通信、ダム等の

公用、公共用又は公益事業用の施設用地が約５割を占めていま

す。 

 また、東日本大震災からの復興のため、汚染土壌の仮置場等

として、国有林野の無償貸付け等を引き続き行っています（103

ページ参照）。 

 

表－１８ 国有林野の用途別貸付け等の状況     （単位：ha） 

注：１ 面積は、各年度期末現在の数値である。 
  ２ 貸付け等には、貸付け、使用許可・承認を含む。 
  ３ （ ）書は、合計に占める用途別の比率（％）である。 
   ４ 計の不一致は、四捨五入による。  

区   分 平成 30 年度 （参考）平成 29 年度 

農耕・採草放牧地 10,288（ 14） 10,469（ 15）  

道路敷 14,397（ 20） 14,422（ 20）  

電気・通信事業用地 17,174（ 24） 17,059（ 24）  

ダム・堰堤敷 3,314（ ５）  3,308（ ５）  

森林空間総合利用事業用地 9,015（ 13） 8,981（ 13）  

その他 16,988（ 24） 17,295（ 24）  

合    計 71,175（100） 71,533（100）  
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表－１９ 国有林野の用途別売払い状況         （単位：ha） 

注：１ （ ）書は、計に占める用途別の比率(％)である。                  
２ 売払いには、無償の所管換・所属替・譲与を含む。 

３ 計の不一致は、四捨五入による。 

 

  

区  分 平成 30 年度 （参考）平成 29 年度 

所管換・所属替 101（ 57） 38( 40)     

公用・公共事業用 75（ 42） 52( 55)     

産業振興用 ３（ １） ３( ３)     

その他 ０（ ０） ２( ２)     

計 178（100） 95(100)     

事例 地熱発電事業のための国有林野の貸付け 

 秋田森林管理署湯沢
ゆ ざ わ

支署では、再生可能エネルギーである地熱発電事

業のための国有林野の利活用要望を受け、「山葵沢
わ さ び さ わ

地熱発電所」（発電出

力 46,199kW）用地のほぼ全域に当たる約 25ha の国有林野を事業者に貸

し付けています。 

 平成 27 年度から、本格的に建設工事が行われ、施工に当たっては県道

から目立たないような配置・配色とすることで景観に配慮した発電所が

完成し、令和元年５月に運転が開始されました。なお、１万 kW を超える

大規模地熱発電所の稼働は、国内では 23 年ぶりとなります。 

（東北森林管理局 秋田森林管理署湯沢支署） 

場 所：秋田県湯沢市
ゆ ざ わ し

 高松沢
たかまつざわ

国有林ほか 

説 明：写真は、完成した発電所の全景（左）と発電機（右）です。 
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（２）公衆の保健のための活用の推進 

 国有林野事業では、優れた自然景観を有し、森林浴や自然

観察、野外スポーツ等に適した森林を「レクリエーションの

森」として国民に提供しており、平成 30 年度は、延べ約１億

４千万人の利用がありました。 

また、特に景観等の優れた「レクリエーションの森」を

「日本
にっぽん

美
うつく

しの森 お薦め国有林」として 93 箇所選定し、多言

語による情報発信や重点的な環境整備等に取り組んでいま

す。 

さらに、平成 30 年度は、地域の森林を活用した観光推進の

支援として、平成 29 年に続いてマッチング・セミナーを開催

しました。 

引き続き、地域の利用状況等を踏まえた上で、快適な利用環

境が確保できるよう、「レクリエーションの森」の設定の見直

しや、地域と連携した管理体制の充実、木道等の整備等に努め

ていくこととしています。 

表－２０ レクリエーションの森の現況及び利用者数 

レクリエーショ

ンの森の種類 

箇所

数 

面積 

(千 ha) 

利用者数 

(百万人) 
代表的なレクリエーションの森(都道府県) 

自 然 休 養 林 83  96  11  高尾山
たかおさん

(東京)、赤沢
あかさわ

(長野)、剣 山
つるぎさん

(徳島)、屋
や

久島
くしま

(鹿児島) 

自 然 観 察 教 育 林 107 26  16  白神
しらかみ

山地
さんち

・暗門
あんもん

の滝
たき

(青森)、ブナ 平
だいら

(福島)、金華山
きんかざん

(岐阜) 

風 景 林 246 103  84  えりも(北海道)、芦ノ湖
あ し の こ

 (神奈川)、嵐 山
あらしやま

(京都) 

森 林 ス ポ ー ツ 林 32 ３  ３  御池
みいけ

(福島)、滝
たき

越
ごし

(長野)、扇
おうぎ

ノ
の

仙
せん

 (鳥取) 

野外スポーツ地域 173 50  15  天狗山
てんぐやま

(北海道)、裏
うら

磐梯
ばんだい

デコ 平
だいら

(福島)、向 坂 山
むこうざかやま

(宮崎) 

風 致 探 勝 林 86 15  ８  温
ぬく

身
み

平
だいら

(山形)、駒ヶ岳
こまがたけ

(長野)、虹
にじ

ノ
の

松原
まつばら

 (佐賀) 

合  計 727 292  137   

注：１ 箇所数及び面積は平成 31 年 4 月 1 日現在の数値であり、利用者数は平成 30 年度の 

参考値である。 

２ 計の不一致は、四捨五入による。 
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事例 都市部におけるレクリエーションの森の広報 

 林野庁では、森林の魅力や国有林の様々な取組を知っていただくため

に、定期的に、農林水産省１階の「消費者の部屋」において、レクリエー

ションの森や森林環境教育の取組等の紹介を行っています。 

 平成 30 年度には、冬の身近な森林レクリエーションの場として国有林

内のスキー場を紹介したほか、レクリエーションの森に関するパンフレ

ットの配布、森林環境教育に関するパネル展示、木工作品の展示、更に

「日本
にっぽん

美
うつく

しの森 お薦め国有林」のパネル展示を通じ、国有林の魅力を

ＰＲしました。来場者からは、「子どもと一緒に行きたい」「身近に多く

の国有林があることに驚いた」といった声がありました。 

 今後も来場者の声も参考にしながら、「日本美しの森 お薦め国有林」

を動画で紹介するなど更に魅力的なＰＲを行うこととしています。 

（林野庁） 

場 所：東京都千代田区
ち よ だ く

 農林水産省 

説 明：写真は、展示中の消費者の部屋（左）と、多くの反響を呼んだキャッ

チコピー（右）です。 
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事例 動画による「日本
にっぽん

美
うつく

しの森 お薦め国有林」の魅力の発信 

 林野庁では、「日本美しの森 お薦め国有林」のうち、10 階建てのビ

ルよりも高い魚梁瀬
や な せ

杉が見渡す限り林立している千本山
せんぼんやま

風景林（四国森

林管理局 安芸
あ き

森林管理署）ほか３か所において、その魅力をよりわか

りやすく発信するため、無人航空機を使用した撮影を行っています。中

でも千本山風景林の動画は、巨大な魚梁瀬杉の森に抱かれる独特な雰囲

気と圧倒的な迫力が伝わるものとなっています。 

 これらの動画を林野庁ホームページやメディア等で公開することによ

り、「日本美しの森 お薦め国有林」の魅力の発信を一層強化していき

ます。 

（林野庁） 

場 所：高知県安芸郡
あ き ぐ ん

馬路村
う ま じ む ら

 千本山国有林 

説 明：画像は、千本山風景林の動画の一場面です。 


